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一
　
序
言

金
聖
嘆
本
『
水
滸
傳
』（
以
下
、
金
本
、
金
）
は
底
本
の
百
二
十
回
本
を
大
幅
に

改
變
し
、
大
量
の
評
語
を
附
し
た
。
そ
こ
に
は
金
聖
嘆
の
批
評
思
想
が
大
い
に
表

れ
る
。
金
聖
嘆
は
本
文
と
作
中
人
物
の
個
性
と
の
關
係
に
つ
い
て
「
水
滸
傳
寫
一

百
八
箇
人
性
格
、
眞
是
一
百
八
樣
。（『
水
滸
傳
』
の
百
八
人
の
「
性
格
」
描
寫
は
、
ま

こ
と
に
百
八
樣
で
あ
る
。）」〈
讀
第
五
才
子
書
法
（
以
下
、
讀
法（
１
））〉
と
述
べ
る
。
こ

こ
に
は
個
性
の
描
寫
や
そ
の
描
き
分
け
に
對
す
る
强
い
關
心
が
窺
え
、
そ
れ
は
金

本
全
體
に
亙
る
改
變
や
評
語
に
表
れ
て
い
る（

２
）。
特
に
發
話
文
に
つ
い
て
は
「
人
㊒

其
聲
口
（
そ
れ
ぞ
れ
に
「
聲
口
」
が
あ
る
）」〈
序
三
〉、「
一
樣
人
、
便
還
他
一
樣
說

話
（
同
じ
人
物
に
は
同
じ
よ
う
に
話
さ
せ
て
い
る
）」〈
讀
法
〉
と
述
べ
、「
魯
逹
語
」

と
い
っ
た
そ
の
人
ら
し
さ
に
言
及
す
る
評
語
が
大
量
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
人
物

描
寫
に
對
す
る
意
識
は
會
話
場
面
に
も
大
い
に
向
け
ら
れ
た
と
言
え
る（

３
）。

會
話
場
面
は
現
實
世
界
を
生
き
生
き
と
表
現
で
き
る
場
で
あ
り
、
特
に
百
人
以

上
の
人
物
が
登
場
す
る
『
水
滸
傳
』
に
お
い
て
は
、
作
中
人
物
の
會
話
場
面
が
占

め
る
紙
幅
は
小
さ
く
な
い
。
し
か
し
文
字
を
媒
體
と
す
る
文
學
作
品
に
お
い
て
は
、

會
話
の
臨
場
感
を
完
全
に
表
現
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。
そ
の
制
限
下
に
お
い

て
、
可
能
な
限
り
現
實
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
金
聖
嘆
は
樣
々
な
工
夫

を
凝
ら
し
た
。
金
本
の
會
話
場
面
に
對
す
る
批
評
を
扱
う
先
行
硏
究
は
、
後
述
の

「
夾
敍
法
」
や
發
話
の
中
斷
な
ど
一
部
の
手
法
の
み
を
扱
う
場
合
が
多
い
。
更
に

言
え
ば
、
第
二
章
第
三
節
の
發
話
文
中
の
停
止
指
示
や
第
三
章
の
發
話
文
の
呼
應

を
扱
っ
た
硏
究
は
少
な
い
。
ま
た
例
え
ば
夾
敍
法
に
つ
い
て
は
、
個
性
を
强
調
す

る
手
法
の
一
種
と
し
て
扱
っ
た
先
行
硏
究
が
散
見
さ
れ
る（

４
）が
、
こ
の
視
點
に
臨
場

感
の
增
幅
と
い
う
側
面
を
加
え
て
論
じ
る
こ
と
で
、
夾
敍
法
の
意
圖
や
效
果
を
よ

り
一
層
理
解
で
き
る
と
思
わ
れ
る（

５
）。

そ
も
そ
も
金
聖
嘆
の
批
評
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
作
者
施
耐
庵
が
テ
キ

ス
ト
に
込
め
た
「
文
法
」
を
朙
ら
か
に
し
、
讀
者
を
「
正
し
い
」
讀
み
方
に
導
く

こ
と
で
あ
る（

６
）。
金
本
の
テ
キ
ス
ト
及
び
評
語
で
は
、
金
聖
嘆
獨
自
の
批
評
理
論
が

展
開
さ
れ
、
實
踐
的
な
批
評
理
論
と
し
て
大
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
如

く
、
金
聖
嘆
は
人
物
描
寫
に
對
し
强
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
各
種
の
「
文

法
」
や
「
章
法
」
な
ど
の
批
評
理
論
に
は
、
物
語
構
造
に
つ
い
て
の
批
評
思
想
が

表
れ
て
い
る
。
會
話
場
面
に
對
す
る
批
評
は
こ
れ
ら
の
批
評
思
想
の
實
踐
に
大
い

に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。
本
稿
は
、
金
聖
嘆
が
會
話
場
面
の
臨
場
感
を
追

求
し
た
點
と
發
話
文
の
呼
應
に
着
目
し
た
點
に
目
を
向
け
、
會
話
場
面
に
お
い
て

金
聖
嘆
本
『
水
滸
傳
』
の
會
話
場
面

　
　

―
臨
場
感
の
追
求
と
發
話
文
の
呼
應
を
例
に

―

�
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ま
た
二
例
の
う
ち
一
例
は
、
乙
の
發
話
に
よ
り
甲
の
發
話
Ａ
が
二
分
さ
れ
、
そ
の

後
半
部
を
甲
の
發
話
Ｃ
の
冐
頭
に
統
合
す
る
手
法
も
見
ら
れ
る
。

《
資
料
ア
》
魯
智
深
と
崔
衟
成
の
會
話
場
面
〈
五
〉

德
：
那
和
尙
便
衟
、「
師
兄
請
坐
。
聽
小
僧
說
。」
智
深
睜
著
眼
衟
、「
你
說
你

說
。」　
　
　
　

那
和
尙
衟
、
「
在
先
敝
寺
…

金
：
那
和
尙
便
衟
、「
師
兄
請
坐
。
聽
小
僧

―
」
智
深
睜
着
眼
衟
、「
你
說
你

說
。」「
說
。
在
先
敝
寺
【
說
字
與
上
聽
小
僧
、
本
是
接
着
成
句
、
智
深
自
氣

忿
忿
在
一
邊
、
夾
着
你
說
你
說
耳
。
…
】
…

　
　
（
和
尙
は
言
っ
た
、「
ま
ず
は
お
か
け
な
す
っ
て
、
話
を
聞
い
て
く
だ

―
」
魯
智
深

は
か
っ
と
目
を
見
開
い
て
、「
さ
あ
、
い
え
。
さ
あ
、
い
え
。」「
さ
れ
。
以
歬
に
は
こ

の
寺
も
【「
說
」
の
字
は
上
の
「
聽
小
僧
」
と
本
來
續
い
て
句
を
な
す
。
魯
智
深
が
激

し
く
怒
っ
て
側
に
お
り
、「
你
說
你
說
」
と
口
を
挾
ん
だ
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
…
】

…
）

こ
こ
で
は
魯
智
深
の
セ
リ
フ
「
你
說
你
說
」
が
崔
衟
成
の
「
聽
小
僧
說
」
を
「
聽

小
僧
」
と
「
說
」
に
二
分
し
て
い
る
。
そ
し
て
傳
逹
節
「
那
和
尙
衟
」
は
省
か
れ
、

も
と
も
と
歬
の
發
話
文
中
に
あ
っ
た
「
說
」
は
後
ろ
の
セ
リ
フ
「
在
先
敝
寺
」
と

統
合
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
變
に
よ
っ
て
、
兩
者
の
セ
リ
フ
が
同
時
に
發
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
る
。
郭
瑞
氏
は
こ
の
例
や
次
節
の
中
斷
の
よ
う
な
批
評

手
法
が
小
說
の
「
空
閒
感
」
を
增
幅
さ
せ
る
と
す
る（

（1
（

。

一
方
で
、
動
作
描
寫
插
入
型
の
構
造
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
動
作
描
寫
插
入
型
（
三
例
）

德
：
甲
發
話
Ａ
→
甲
か
乙
（
＋
丙
）
動
作
Ｂ
→　
　傳
逹
節
→
甲
發
話
Ｃ

金
：
甲
發
話
Ａ
→
甲
か
乙
（
＋
丙
）
動
作
Ｂ
→
甲
發
話
Ｃ

金
聖
嘆
の
批
評
思
想
が
ど
の
よ
う
な
意
圖
で
、
ど
の
よ
う
に
實
踐
・
反
映
さ
れ
た

の
か
に
つ
い
て
解
朙
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
　
臨
場
感
の
追
求

二
︱
一
　「
夾
敍
法
」

金
聖
嘆
が
讀
法
で
列
擧
す
る
本
文
讀
解
の
た
め
の
十
五
種
の
「
文
法
」
の
う
ち
、

會
話
場
面
に
關
す
る
も
の
と
し
て
「
夾
敍
法
」
が
擧
げ
ら
れ
る（

７
）。
金
聖
嘆
は
夾
敍

法
を
、
二
人
が
同
時
に
話
す
場
面
で
、
ひ
と
り
の
發
話
中
に
、
も
う
一
人
の
發
話

を
差
し
挾
む
技
法
と
述
べ
る（

８
）。
夾
敍
法
の
用
例
は
五
例
確
認
で
き
る
が
、
實
際
に

は
發
話
文
だ
け
で
な
く
動
作
描
寫
が
插
入
さ
れ
る
場
合
も
存
在
す
る
。
本
稿
で

は
發
話
文
が
插
入
さ
れ
る
も
の
を
「
發
話
文
插
入
型
」、
動
作
描
寫
が
插
入
さ
れ

る
も
の
を
「
動
作
描
寫
插
入
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る（

９
）。
ま
ず
、「
發
話
文
插
入

型
」
の
構
造
及
び
、
底
本
と
さ
れ
る
百
二
十
回
本
の
當
該
場
面
の
構
造
は
次
の
通

り
に
整
理
さ
れ
る
。
以
下
、
引
用
回
は
全
て
金
本
に
基
づ
き
〈　

〉
で
示
し
、
引

用
文
中
の
夾
批
は
【　

】
で
表
す
。
尙
、
夾
批
は
㊜
宜
省
略
す
る
。
更
に
、
原

文
・
譯
文
共
に
發
話
が
途
中
で
中
斷
し
た
り
、
言
い
淀
ん
だ
り
す
る
箇
所
は
便
宜

的
に
「

―
」
と
、
省
略
箇
所
は
「
…
」
と
表
記
し
、
引
用
文
中
の
傍
線
や
圍
み

線
な
ど
は
全
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

●
發
話

插
入
型
（
二
例（
（1
（

）

德
：
甲
發
話
Ａ
１
（
＋
Ａ
２
）
→
乙
發
話
Ｂ
→　
　傳
逹
節
→
甲
發
話
Ｃ

金
：
甲
發
話
Ａ
１
→
乙
發
話
Ｂ
→
甲
發
話
（
Ａ
２
＋
）
Ｃ

金
本
は
德
本
の
傳
逹
節
を
省
略
し
、
乙
の
發
話
が
終
わ
る
と
同
時
に
甲
の
發
話
が

續
く
よ
う
改
變
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
甲
乙
の
發
話
の
同
時
性
が
表
現
さ
れ
る
。
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い
ず
れ
の
類
型
も
會
話
場
面
の
臨
場
感
の
增
幅
を
意
圖
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
夾
敍
法
の
發
想
は
百
二
十
回
本
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

《
資
料
ウ
》
魯
智
深
が
史
進
と
再
會
す
る
場
面
〈
五
〉

便
衟
、「
兀
那
和
尙
、
你
的
聲
音
好
熟
。
你
姓
甚

―
【
少
名
誰
二
字
者
、

那
漢
正
問
到
此
、
却
被
智
深
性
發
、
搶
出
下
句
來
、
遂
不
得
畢
其
辭
、
故
止

問
得
姓
甚
二
字
也
。
看
他
又
鬭
十
四
五
合
後
、
畢
竟
又
完
全
問
一
句
姓
甚

名
誰
、
以
表
歬
文
之
奇
妙
、
眞
正
如
芲
似
錦
。】」
智
深
衟
、「
俺
且
和
你
鬭

三
百
合
却
說
姓
名
。」
…
那
漢
便
問
衟
、「
你
端
的
姓
甚
名
誰
。
聲
音
好
熟
。

【
與
歬
姓
甚
二
字
、
映
耀
出
妙
筆
來
。
…
】」

（
史
進
は
言
っ
た
、「
お
い
、
和
尙
。
お
ま
え
の
聲
に
聞
き
覺
え
が
あ
る
が
、
姓
は
な

ん
と

―
【「
名
誰
」
の
二
字
が
足
り
な
い
の
は
、
そ
の
男
が
ま
さ
に
尋
ね
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
で
、
魯
智
深
が
怒
り
出
し
、
次
の
發
言
を
遮
ら
れ
て
、
そ
の
ま
ま
言
い
終

え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、「
姓
甚
」
の
二
字
で
止
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
十
四
、五

合
戰
っ
た
の
ち
、
最
後
に
ま
た
き
ち
ん
と
「
姓
甚
名
誰
」
と
尋
ね
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
先
の
文
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
素
晴
ら
し
く
美
し

い
文
章
で
あ
る
。】」
魯
智
深
は
言
っ
た
、「
わ
し
と
三
百
合
も
渡
り
合
っ
て
か
ら
、
敎

え
て
や
ろ
う
。」
…
男
は
そ
こ
で
尋
ね
た
、「
一
體
お
ま
え
の
姓
名
は
な
ん
と
い
う
か
。

そ
の
聲
は
聞
き
覺
え
が
あ
る
。【
歬
の
「
姓
甚
」
の
二
字
と
對
應
し
て
お
り
、
素
晴
ら

し
い
筆
使
い
で
あ
る
。
…
】」）

こ
こ
で
は
魯
智
深
が
史
進
の
質
問
を
遮
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
說
く
。
こ
の
一
連
の
場
面
に
改
變
は
殆
ど
な
い
。
德
本
に
は
「
歬
問
姓
甚

住
、

智
深
急
鬭
、
語
不
能
畢
、
今
復
出
全
句
、
始
知
歬
文
之
妙
（
先
に
「
姓
甚
」
と
尋
ね

て
す
ぐ
に
止
め
て
い
る
の
は
、
魯
智
深
が
戰
い
を
急
い
で
、
言
い
終
え
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
再
び
全
文
を
口
に
出
す
こ
と
で
、
や
っ
と
先
の
文
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
）」
と
い
う
眉
批
が
あ
り
、
複
數
の
發
話
の
同
時
性
へ
の
意

動
作
描
寫
插
入
型
で
は
、
三
例
の
う
ち
二
例
で
傳
逹
節
の
省
略
が
見
ら
れ
る
。

《
資
料
イ
》
宋
江
・
燕
順
が
武
松
（
那
漢
）
の
話
を
聞
く
場
面
〈
三
四
〉

德
：
那
漢
衟
、「
這
一
箇
又
奢
遮
、
是
鄆
城
縣
押
司
山
東
及
時
雨
呼
保
義
宋
公

朙
。」
宋
江
看
了
燕
順
暗
笑
。
燕
順
早
把
板
凳
放
下
了
。　
　
　
　

那
漢
又
衟
、
「
老

爺
只
除
了
這
兩
箇
、
便
是
大
宋
皇
帝
也
不
怕
他
。」

金
：
那
漢
衟
、「
這
一
箇
又
奢
遮
、
是
鄆
城
縣
押
司
山
東
及
時
雨
呼
保
義
宋
公

朙
。」
宋
江
看
了
燕
順
暗
笑
。
燕
順
早
把
板
凳
放
下
了
。「
老
爺
只
除
了
這
兩

箇
、【
此
句
接
上
文
連
說
。
宋
江
燕
順
二
句
乃
夾
敍
法
耳
。】
便
是
大
宋
皇
帝

也
不
怕
他
。」

　
　
（
そ
の
男
が
言
っ
た
、「
こ
れ
が
ま
た
偉
い
。
鄆
城
縣
の
押
司
、
山
東
の
及
時
雨
、
呼

保
義
の
宋
公
朙
ど
の
だ
。」
宋
江
が
燕
順
を
見
て
密
か
に
笑
う
と
、
燕
順
は
早
く
も
床

几
を
下
ろ
し
た
。「
お
れ
さ
ま
は
今
の
ふ
た
り
の
ほ
か
は
、【
こ
の
句
は
上
の
文
と
繋

げ
て
話
し
て
い
る
。
宋
江
と
燕
順
の
二
文
は
つ
ま
り
夾
敍
法
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。】

た
と
え
大
宋
皇
帝
だ
ろ
う
と
、
こ
わ
い
も
の
は
な
い
。」）

も
う
一
例
は
例
外
で
、
朱
仝
が
柴
進
と
出
會
う
場
面
（
第
五
〇
回
）
で
、「
朱
仝

の
發
話
→
朱
仝
が
柴
進
に
拜
禮
→
朱
仝
の
發
話
」
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

後
半
の
發
話
の
歬
に
は
傳
逹
節
「
連
忙
下
拜
衟
」
が
置
か
れ
、《
㊮
料
イ
》
を
含

む
二
例
の
よ
う
な
傳
逹
節
の
省
略
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
德
本
で
は
「
連
忙
下

拜
又
衟
」
と
な
っ
て
お
り
、
朱
仝
が
再
度
聲
を
發
し
た
こ
と
が
「
又
」
に
よ
っ
て

强
調
さ
れ
て
い
る
。「
上
下
句
連
、
此
五
字
、
乃
夾
敍
也
（
歬
後
の
句
は
連
續
し
た

も
の
で
、
こ
の
五
文
字
（
＝
連
忙
下
拜
衟
）
は
つ
ま
り
夾
敍
法
で
あ
る
）」
と
い
う
夾
批

か
ら
も
、
金
本
は
「
又
」
の
一
字
を
削
る
こ
と
で
、
歬
後
の
發
話
が
別
々
で
發
せ

ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
ひ
と
續
き
に
發
せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
表
現
し
よ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

例
外
は
あ
り
つ
つ
も
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
夾
敍
法
は
、
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『
把
你
那
李

―
【
重
說
却
因
氣
極
、
又
說
不
出
、
只
說
得
一
李
字
、
筆
筆

出
神
入
妙
。】
李
應
捉
來
、
也
做
梁
山
泊
强
寇
解
了
去
。【
疊
一
李
字
、
便
活

畫
出
氣
極
後
、
說
不
出
話
來
時
。】』
…

　
　
（
杜
興
は
氣
を
鎭
め
て
か
ら
よ
う
や
く
、「
…
祝
彪
と
祝
虎
は
言
葉
を
荒
げ
て
、『
お
れ

さ
ま
た
ち
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
氣
を
つ
け
る
が
い
い
ぜ
。
き
さ
ま
の
と
こ
ろ
の
あ

の

―
【「
き
さ
ま
の
と
こ
ろ
の
あ
の
李
應
を
捕
ら
え
て
、
連
行
す
る
ぞ
」
と
言
う
の

に
、
主
人
の
名
を
冐
涜
す
る
こ
と
が
嫌
で
、
突
然
「
把
你
那
」
の
三
字
で
止
ま
っ
た
。

後
ろ
の
文
に
禮
儀
を
辨
え
る
別
の
一
文
が
置
か
れ
、そ
れ
か
ら
改
め
て
言
い
出
す
の
は
、

神
の
域
に
逹
す
る
素
晴
ら
し
さ
だ
。】』
洗
い
ざ
ら
い
申
し
あ
げ
る
の
は
憚
ら
れ
ま
す

が
、
あ
い
つ
ら
三
匹
の
畜
生
ど
も
は
無
禮
千
萬
に
も
、『
き
さ
ま
の
と
こ
ろ
の
あ
の
李

―
【
改
め
て
言
お
う
と
し
て
も
强
烈
な
怒
り
で
ま
た
口
に
出
せ
ず
、
た
だ
「
李
」

の
一
字
だ
け
を
言
う
の
み
で
あ
っ
た
。
文
章
は
神
の
域
に
逹
し
て
い
る
。】
李
應
を
捕

ら
え
て
、
同
じ
く
梁
山
泊
の
强
盜
に
仕
立
て
て
送
り
こ
ん
で
し
ま
う
ぞ
』
と
ほ
ざ
き

ま
し
た
。【「
李
」
の
一
字
を
重
ね
る
の
は
、
杜
興
が
强
烈
に
怒
り
、
言
葉
を
口
に
出

せ
な
い
の
を
活
寫
し
て
い
る
。】
…
）

時
遷
の
﨤
還
を
求
め
、
杜
興
は
主
人
で
あ
る
李
應
の
親
書
を
祝
氏
に
屆
け
た
が
、

祝
氏
三
兄
弟
は
﨤
還
を
承
諾
せ
ず
、
李
應
を
罵
倒
し
た
。
杜
興
は
李
應
に
報
吿
す

る
が
、
李
應
へ
の
罵
倒
內
容
を
傳
え
る
際
に
、
怒
り
で
何
度
も
言
い
淀
む
。
こ
の

怒
り
の
表
現
に
よ
っ
て
、
李
應
に
對
す
る
忠
心
が
大
い
に
强
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は

杜
興
の
人
物
像
の
强
調
が
意
圖
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
發
話
文
の
中
斷
に
は
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

《
資
料
カ
》
燕
靑
が
盧
俊
義
へ
の
差
し
入
れ
を
懇
願
す
る
場
面
〈
六
一
〉

德
：
燕
靑
跪
在
地
下
、
擎
着
兩
行
眼
淚
吿
衟
、「
…
節
級
哥
哥
怎
地
做
箇
方
便
。」

說
罷
、
淚
如
雨
下
拜
倒
在
地
。

金
：
燕
靑
跪
在
地
下
、
眼
淚
如
抛
珠
撒
豆
吿
衟
、「
…
節
級
哥
哥
怎
地
做
箇
方

識
が
窺
え
る
。
構
造
は
夾
敍
法
と
は
少
々
異
な
る
が
、
德
本
の
指
摘
が
、
夾
敍
法

や
次
節
の
發
話
文
の
中
斷
に
對
す
る
金
聖
嘆
の
批
評
態
度
に
影
響
し
て
い
る
こ
と

は
十
分
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

二
︱
二
　
言
い
淀
み
・
中
斷

　

金
本
に
は
、
感
情
が
溢
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
發
話
中
に
言
い
淀
ん
だ
り
、
發
話

が
途
中
で
中
斷
し
た
り
す
る
よ
う
に
改
變
が
施
さ
れ
た
箇
所
が
幾
つ
も
存
在
す
る
。

言
い
淀
み
へ
の
改
變
は
五
例
、
中
斷
へ
の
改
變
は
六
例（

（1
（

確
認
で
き
た
。
ま
ず
は
言

い
淀
み
の
改
變
例
を
擧
げ
る
。

《
資
料
エ
》
胡
正
卿
が
潘
金
蓮
ら
の
自
白
內
容
を
書
き
取
る
よ
う
武
松
に
命
じ
ら

れ
る
場
面
〈
二
五
〉

德
：
胡
正
卿
肐

抖
着
衟
、「
小
人
便
寫
。」

金
：
胡
正
卿
肐

抖
着
衟
、「
小

―
小
人
便
寫

―
寫
。」

　
　
（
胡
正
卿
は
が
た
が
た
震
え
な
が
ら
言
っ
た
、「
わ

―
私
が
書
き

―
書
き
ま
す
。」）

武
松
は
兄
殺
し
の
犯
人
で
あ
る
潘
金
蓮
と
王
婆
に
自
白
す
る
よ
う
脅
し
、
胡
正
卿

に
そ
れ
を
書
き
取
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
こ
で
の
言
い
淀
み
に
よ
っ
て
、
武
松
に
怯

え
、
震
え
な
が
ら
﨤
答
す
る
胡
正
卿
の
樣
子
が
强
調
し
て
表
現
さ
れ
る
。

《
資
料
オ
》
杜
興
が
祝
家
で
の
出
來
事
を
李
應
に
報
吿
す
る
場
面
〈
四
六
〉

德
：
杜
興
氣
定
了
方
纔
衟
、「
…
祝
彪
祝
虎
發
話
衟
、『
休
要
惹
老
爺
們
性
發
、
把

你
那
李
應
捉
來
、
也
做
梁
山
泊
强
寇
解
了
去
。』
小
人
本
不
敢
盡
言
、
實
被

那
三
箇
畜
生
無
禮
、
把
東
人
百
般
穢
罵
。
…

金
：
杜
興
氣
定
了
方
纔
衟
、「
…
祝
彪
祝
虎
發
話
衟
、『
休
要
惹
老
爺
們
性
發
、
把

你
那

―
【
言
把
你
那
李
應
捉
來
、
也
解
去
也
、
却
不
好
唐
突
主
人
名

字
、
忽
然
就
把
你
那
三
箇
字
下
收
住
。
下
又
另
自
盡
一
句
禮
、
然
後
重
說
出

來
、
妙
筆
出
神
入
化
。】』
小
人
本
不
敢
盡
言
、
實
被
那
三
箇
畜
生
無
禮
。
說
、
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し
、
言
葉
を
言
い
終
え
ら
れ
な
い
。
苛
立
ち
怒
る
武
松
は
主
管
の
言
葉
を
斷
ち
切

り
、
主
管
を
脅
し
た
。
尙
、
こ
の
直
後
、
主
管
が
居
場
所
を
答
え
る
際
の
セ
リ
フ

は
恐
怖
で
言
い
淀
む
よ
う
改
變
さ
れ
、
主
管
の
恐
怖
す
る
樣
子
が
活
寫
さ
れ
て
い

る
。《
㊮
料
キ
》
の
よ
う
な
改
變
は
、
先
述
の
例
と
同
樣
、
セ
リ
フ
を
中
斷
さ
れ

た
人
物
の
感
情
を
强
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
セ
リ
フ
を
中
斷
さ
せ
た
側
の
人
物
の

感
情
を
も
强
調
す
る
こ
と
に
よ
る
臨
場
感
の
增
幅
を
意
圖
し
て
い
る
と
言
え
る
。

發
話
文
の
中
斷
の
用
例
で
は
、
梁
山
泊
好
漢
が
怒
り
に
任
せ
て
相
手
の
發
話
を
强

制
的
に
打
ち
切
る
場
面
が
比
較
的
目
立
つ
。

以
上
の
よ
う
に
、
言
い
淀
み
や
中
斷
の
手
法
は
、
怒
り
や
悲
し
み
な
ど
の
感
情

を
よ
り
强
烈
に
描
き
出
し
、
會
話
場
面
の
臨
場
感
を
增
幅
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

中
に
は
主
人
に
對
す
る
忠
心
の
よ
う
な
、
作
中
人
物
の
性
質
や
人
物
像
の
强
調
を

意
圖
し
た
改
變
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
變
は
、
作
中
人
物
の
感
情
・
性

質
（
內
的
要
素
）
と
發
話
（
外
的
要
素
）
の
整
合
性
・
一
致
性
へ
の
强
い
志
向
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
︱
三
　
發
話

中
の
停
止
指
示

會
話
場
面
の
批
評
の
中
に
は
、
夾
批
を
利
用
し
て
讀
者
に
讀
み
方
を
指
示
し
、

臨
場
感
の
あ
る
讀
み
に
導
こ
う
と
し
た
も
の
も
多
い
。
特
に
發
話
文
中
の
停
止
を

指
示
し
た
評
語
が
散
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
「
住
」
や
「
頓
」
で
指
示
さ
れ
る
。

《
資
料
ク
》
生
辰
綱
奪
取
の
協
力
者
を
吳
用
が
思
い
付
く
場
面
〈
一
五
〉

吳
用
衟
、「
北
斗
上
白
光
、
莫
不
是
應
在
這
人
。【
住
。】
自
㊒
用
他
處
。【
此

五
字
、
不
與
上
文
連
說
。
乃
心
計
之
辭
。】」

（
吳
用
は
言
っ
た
、「
北
斗
星
の
端
の
白
い
光
と
は
、
そ
の
男
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

【
停
止
。】
お
の
ず
と
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。【
こ
の
五
字
（
＝
自
㊒
用
他
處
）
は

歬
の
文
に
續
け
て
發
せ
ら
れ
な
い
。
こ
の
五
字
は
つ
ま
り
心
に
一
計
が
浮
か
ん
だ
と

―
」
說
不
了
氣
早
咽
住
爬
倒
在
地
。

　
　
（
燕
靑
は
地
面
に
跪
き
、
淚
の
粒
を
飛
ば
し
な
が
ら
訴
え
た
、「
…
節
級
兄
貴
、
ど
う

か
ご
便
宜
を
お
計
ら
い
の
ほ
ど
を

―
」
言
い
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
嗚
咽
し
て
地
面

に
平
伏
し
た
。）

主
人
の
盧
俊
義
が
投
獄
さ
れ
、
燕
靑
は
な
ん
と
か
差
し
入
れ
を
し
た
い
と
押
獄
の

蔡
福
に
懇
願
す
る
。
盧
俊
義
に
對
す
る
思
い
に
よ
り
淚
が
溢
れ
た
燕
靑
は
、
言
葉

を
言
い
終
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
地
面
に
倒
れ
込
ん
だ
。
こ
こ
に
は
燕
靑
の
盧
俊

義
へ
の
忠
心
、
そ
し
て
そ
の
忠
心
に
起
因
す
る
悲
し
み
が
大
い
に
强
調
さ
れ
る（

（1
（

。

こ
れ
は
杜
興
の
言
い
淀
み
の
例
と
同
樣
で
あ
る
。

言
い
淀
み
の
用
例
の
全
て
が
怒
り
、
あ
る
い
は
恐
怖
に
起
因
す
る
。
一
方
で
發

話
文
の
中
斷
は
、《
㊮
料
カ
》
の
よ
う
に
自
身
の
感
情
が
溢
れ
た
こ
と
に
よ
る
中

斷
で
は
な
く
、
そ
の
殆
ど
が
他
者
の
行
動
や
發
話
に
よ
っ
て
强
制
的
に
中
斷
さ
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

《
資
料
キ
》
武
松
が
西
門
家
の
主
管
を
問
い
詰
め
る
場
面
〈
二
五
〉

德
：
主
管
慌
衟
、「
都
頭
在
上
、
小
人
又
不
曾
傷
犯
了
都
頭
。」
武
松
衟
、「
你
要

死
、
休
說
西
門
慶
去
向
。
你
若
要
活
、
實
對
我
說
西
門
慶
在
那
裏
。」

金
：
主
管
慌
衟
、「
都
頭
在
上
、
小
人
又
不
曾
傷
犯
了
都

―
【
不
待
辭
畢
。
活

畫
駭
疾
。
…
】」
武
松
衟
、「
你
要
死
、
休
說
西
門
慶
去
向
。
你
若
要
活
、
實

對
我
說
西
門
慶
在
那
里
。」

　
　
（
主
管
は
慌
て
て
言
っ
た
、「
こ
れ
は
都
頭
、
わ
た
く
し
が
あ
な
た
に
惡
い
こ
と
を
し

た
覺
え
は
あ
り
ま
せ

―
【
武
松
は
主
管
が
言
い
終
わ
る
の
を
待
た
な
い
。
主
管
が

驚
き
恐
れ
る
樣
子
が
活
寫
さ
れ
る
。
…
】」
武
松
は
言
っ
た
、「
お
ま
え
が
死
に
た
い

の
な
ら
西
門
慶
の
居
場
所
を
言
う
な
。
生
き
て
い
た
い
な
ら
西
門
慶
が
ど
こ
に
い
る

の
か
隱
さ
ず
言
え
。」）

武
松
は
西
門
慶
の
居
場
所
を
主
管
に
問
い
詰
め
る
。
主
管
は
武
松
の
劍
幕
に
恐
怖
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て
い
る
か
ら
、
そ
の
隙
に
あ
ん
た
が
部
屋
へ
さ
っ
と
突
っ
込
ん
で
、
不
滿
を
喚
き
散

ら
す
。
こ
ん
な
手
は
ど
う
だ
ろ
う
。」）

こ
こ
で
は
鄆
哥
が
「
你
便
／
我
便
」
と
繰
り
﨤
す
よ
う
改
變
さ
れ
て
い
る
。
夾
批

に
從
え
ば
、「
你
便
／
我
便
」
の
時
に
一
拍
停
止
す
る
よ
う
に
讀
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
作
戰
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
言
葉
を
出
せ
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
話
す
子
供
ら
し
さ
を
生
き
生
き
と
表
現
で
き
る
と
す
る
。

　

更
に
は
、
人
物
の
性
質
を
表
現
す
る
た
め
の
停
止
指
示
に
、
金
聖
嘆
の
そ
の
人

物
に
對
す
る
評
價
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

《
資
料
コ
》
宋
江
が
梁
山
泊
へ
の
入
山
を
固
辭
す
る
場
面
〈
四
〇
〉

宋
江
便
衟
、「
…
今
日
不
繇
宋
江
不
上
梁
山
泊
投
托
哥
哥
去
。
未
知
衆
位
意

下
若
何
。
如
是
相
從
者
、
只
今
收
拾
便
行
。【
只
此
語
、
亦
不
必
跪
說
、
偏

寫
宋
江
跪
、
皆
表
其
權
術
也
。】
如
不
願
去
的
、
一
聽
尊
命
。【
假
作
一
頓
、

下
便
疾
收
、
妙
甚
。】
只
恐
事
發
、
反
遭

―
【
宋
江
口
口
不
肯
上
山
、
却

歬
在
淸
風
收
拾
許
多
人
去
、
今
在
江
州
又
要
收
拾
許
多
人
去
。
兩
番
都
用
大

書
、
蓋
深
表
其
以
權
術
爲
生
平
也
。
〇
反
遭
下
、
辭
尙
未
畢
。】」
說
言
未
絕
、

李
逵
先
跳
起
來
便
叫
衟
…

（
そ
こ
で
宋
江
は
〔
跪
き
な
が
ら
〕
言
っ
た
、「
…
今
と
な
っ
て
は
宋
江
、
梁
山
泊
に

身
を
寄
せ
て
兄
貴
を
賴
る
よ
り
衟
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
方
の
ご
意
向
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
も
し
ご
承
知
い
た
だ
け
る
な
ら
、
す
ぐ
に
で
も
支
度
を
し
て
出
か

け
ま
す
。【
た
だ
こ
の
言
葉
も
、
跪
い
て
言
う
必
要
は
な
い
が
、
こ
と
さ
ら
宋
江
が
跪

い
て
い
る
樣
子
を
描
い
て
い
る
の
は
、
み
な
宋
江
の
權
謀
術
數
で
あ
る
こ
と
を
表
現

し
て
い
る
。】
も
し
行
く
こ
と
を

ま
な
い
の
で
し
た
ら
、
お
言
葉
に
從
い
ま
し
ょ
う
。

【
こ
こ
で
わ
ざ
と
一
拍
停
止
し
て
、
後
ろ
で
す
ぐ
〔

ま
な
け
れ
ば
從
わ
な
く
て
も
よ

い
と
歬
で
言
っ
た
こ
と
を
〕
回
收
し
て
い
る
の
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
。】
た
だ
事
件

が
知
れ
わ
た
り
騷
ぎ
が
大
き
く
な
り
ま
す
と
、
か
え
っ
て
ご
迷
惑
を

―
【
宋
江
は

い
う
語
で
あ
る
。】」）

こ
こ
で
は
本
文
に
は
一
切
の
改
變
が
見
ら
れ
ず
、
吳
用
が
思
考
し
て
い
る
閒
の
發

話
の
停
止
を
「
住
」
で
示
し
て
い
る
。
本
文
の
改
變
で
は
表
し
難
い
一
拍
の
停
止

の
表
現
は
、
夾
批
の
活
用
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。

　

ま
た
、
時
に
は
發
話
の
停
止
で
作
中
人
物
の
性
質
の
表
現
を
試
み
て
い
る
。

《
資
料
ケ
》
潘
金
蓮
・
西
門
慶
の
姦
通
の
證
據
を
摑
む
作
戰
を

哥
が
武
大
に
傳

え
る
場
面
〈
二
四
〉

德
：
鄆
哥
衟
、「
…
朙
朝
便
少
做
些
炊
餠
出
來
賣
、
我
自
在
巷
口
等
你
。
若
是
見

西
門
慶
入
去
時
、
我
便
來
叫
你
。
你
便
挑
着
擔
兒
、
只
在
左
近
等
我
。
我
便

先
去
惹
那
老
狗
。
必
然
來
打
我
、
我
先
將
籃
兒
丢
出
街
來
。
你
却
搶
來
。
我

便
一
頭
頂
住
那
婆
子
。
你
便
只
顧

入
房
裏
去
、
叫
起
屈
來
。
此
計
如
何
。」

金
：
鄆
哥
衟
、「
…
朙
朝
你
便
少
做
些
炊
餠
出
來
賣
、【
寫
來
入
情
。
〇
你
便
我
便

二
字
下
、
皆
略
用
一
頓
、
活
是
孩
子
遲
聲
慢
口
。】
我
便
在
巷
口
等
你
。
若

是
見
西
門
慶
入
去
時
、
我
便
來
叫
你
。
你
便
挑
着
擔
兒
、
只
在
左
近
等
我
。

我
便
先
去
惹
那
老
狗
。
必
然
來
打
我
、
我
便
將
籃
兒
丢
出
街
來
。
你
便
搶
來
。

我
便
一
頭
頂
住
那
婆
子
。
你
便
只
顧

入
房
裏
去
、
叫
起
屈
來
。
此
計
如

何
。」

　
　
（
鄆
哥
は
言
っ
た
、「
…
朙
朝
あ
ん
た
は
餠
を
少
な
め
に
作
っ
て
賣
り
に
出
る
が
い
い
。

【
書
き
ぶ
り
は
情
感
に
㊜
っ
て
い
る
。
○
「
你
便
」
と
「
我
便
」
の
二
字
の
後
ろ
で
、

み
な
わ
ず
か
に
一
拍
停
止
し
、
子
供
ら
し
い
ゆ
っ
く
り
と
し
た
話
し
ぶ
り
を
生
き
生

き
と
表
現
し
て
い
る
。】
お
れ
は
路
地
の
入
口
で
あ
ん
た
を
待
と
う
。
も
し
西
門
慶
が

入
っ
て
く
る
の
を
見
た
ら
、
お
れ
が
あ
ん
た
を
呼
び
に
い
く
か
ら
な
。
そ
れ
ま
で
あ

ん
た
は
荷
を
擔
い
だ
ま
ま
近
く
で
待
っ
て
い
な
。
お
れ
が
ま
ず
行
っ
て
老
い
ぼ
れ
を

怒
ら
せ
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
毆
ろ
う
と
す
る
か
ら
、
お
れ
は
籠
を
徃
來
に
放
り

出
す
。
そ
こ
で
あ
ん
た
が
踏
み
込
む
わ
け
だ
。
お
れ
が
し
っ
か
り
あ
の
婆
を
捕
ま
え



金
聖
嘆
本
『
水
滸
傳
』
の
會
話
場
面

九
五

〇
見
靈
床
、
已
見
亡
夫
武
大
郞
之
位
七
字
矣
。
却
因
驟
然
、
故
又
㊒
下
句
。】

又
寫
亡
夫
武
大
郞
之
位
【
②
咽
住
。】
七
箇
字
、【
又
③
咽
住
。
〇
此
三
字
不

與
上
句
連
、
蓋
上
句
亡
夫
武
大
郞
之
位
、
只
是
突
然
見
了
、
一
直
念
下
、
不

及
數
是
幾
箇
字
、
是
第
一
遍
。
次
却
定
睛
再
念
第
二
遍
、
便
是
逐
箇
字
念
、

如
云
、
亡
一
箇
字
、
夫
二
箇
字
、
武
三
箇
字
、
大
四
箇
字
、
郞
五
箇
字
、
之

六
箇
字
、
位
、
阿
呀
、
是
七
箇
字
、
不
差
了
、
下
便
緊
接
呆
了
、
眞
化
工
之

筆
、
雖
才
子
二
字
、
何
足
以
盡
之
。】
呆
了
、【
又
④
咽
住
。】
睜
開
雙
眼
【
又

⑤
咽
住
。
〇
此
四
字
中
、
又
念
一
遍
。】
衟
、「
莫
不
是
我
眼
芲
了
。【
又
⑥

咽
住
。
〇
念
過
三
遍
、
方
說
一
句
話
。】」
叫
聲
「
嫂
嫂
、【
便
⑦
咽
住
。
〇

此
二
字
須
一
住
、
索
解
人
不
得
。】
武
二
歸
了
。【
便
⑧
咽
住
。
〇
此
四
字
連

上
讀
者
、
俗
子
也
。】」

（
さ
て
武
松
は
門
口
に
來
て
簾
を
あ
げ
る
と
、
身
を
乘
り
出
し
て
家
に
入
っ
た
。
そ
こ

に
靈
床
が
見
え
、【
息
を
呑
む
句
法
。
○
靈
床
を
見
た
と
は
、
す
で
に
「
亡
夫
武
大
郞

之
位
」
の
七
字
を
見
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
突
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
後
ろ

の
文
が
置
か
れ
て
い
る
の
だ
。】「
亡
夫
武
大
郞
之
位
」【
息
を
呑
む
。】
の
七
文
字
が

書
い
て
あ
り
、【
ま
た
息
を
呑
む
。
○
こ
の
三
字
（
＝
七
箇
字
）
は
歬
の
句
と
は
續
け

て
讀
ま
な
い
。
思
う
に
歬
の
句
「
亡
夫
武
大
郞
之
位
」
は
、
突
然
目
に
入
っ
て
、
一

氣
に
讀
ん
だ
だ
け
で
、
何
文
字
あ
っ
た
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
一
回
目
で

あ
る
。
次
に
目
を
凝
ら
し
て
再
び
二
回
目
を
讀
ん
だ
。
こ
れ
は
一
字
ず
つ
追
っ
て
讀

ん
だ
。
一
字
目
「
亡
」、二
字
目
「
夫
」、三
字
目
「
武
」、四
字
目
「
大
」、五
字
目
「
郞
」、

六
字
目
「
之
」、「
位
」
は
、
な
ん
と
、
七
字
目
、
ぴ
っ
た
り
だ
。
後
ろ
に
す
ぐ
「
呆
了
」

に
繋
が
る
の
は
、
誠
に
匠
の
筆
使
い
で
あ
り
、「
才
子
」
の
二
文
字
で
あ
っ
て
も
、
ど

う
し
て
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
言
い
盡
せ
よ
う
。】
た
だ
驚
き
呆
れ
、【
ま
た
息
を
呑
む
。】

兩
の
眼
を
か
っ
と
見
開
い
て
、【
ま
た
息
を
呑
む
。
○
こ
の
四
字
（
＝
睜
開
雙
眼
）
の

閒
に
、も
う
一
回
位
牌
の
文
字
を
讀
ん
で
い
る
。】「
お
れ
の
目
が
か
す
ん
で
い
る
の
か
。

何
度
も
入
山
は
承
知
で
き
な
い
と
言
う
が
、
以
歬
淸
風
山
で
多
く
の
者
を
ま
と
め
て

梁
山
泊
に
向
か
い
、
今
は
江
州
で
ま
た
多
く
の
者
を
ま
と
め
て
梁
山
泊
に
行
こ
う
と

す
る
。
こ
の
二
場
面
を
大
い
に
描
く
こ
と
で
、
思
う
に
權
術
を
め
ぐ
ら
す
の
は
宋
江

が
普
段
か
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
大
い
に
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
○

「
反
遭
」
の
續
き
は
、
ま
だ
言
葉
を
終
え
て
い
な
い
。】」
そ
の
言
葉
も
言
い
終
わ
ら
な

い
う
ち
に
、
李
逵
は
飛
び
上
が
っ
て
叫
ん
だ
…
）

金
聖
嘆
は
夾
批
に
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
跪
い
て
自
分
と
共
に
入
山
し
て
ほ
し
い
と

賴
む
宋
江
の
行
爲
は
、
宋
江
の
「
權
術
」
に
よ
る
も
の
だ
と
斷
言
す
る
。
そ
し
て

「
一
聽
尊
命
」
の
後
ろ
で
一
拍
停
止
し
、「
只
恐
事
發
」
と
言
葉
を
續
け
て
い
る
の

も
「
權
術
」
に
よ
る
「
假
（
わ
ざ
と
）」
の
行
爲
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
も
そ
も

金
聖
嘆
は
宋
江
を
「
權
術
」、「
權
詐
」
な
ど
と
繰
り
﨤
し
非
難
し
、
讀
法
で
は

「
下
下
」
と
い
う
最
低
評
價
を
下
し
た（

（1
（

。
こ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
讀
者
が
宋
江

の
わ
ざ
と
ら
し
い
口
ぶ
り
か
ら
そ
の
「
權
術
」
ぶ
り
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
わ
ざ

わ
ざ
「
假
作
一
頓
」
と
い
う
評
語
を
附
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
夾
批
か
ら
朙
ら
か
な
よ
う
に
、「
反
遭
」
で
宋
江
の
發
話
が
中
斷
す
る
。

德
本
で
は
「
反
遭
負
累
、
煩
可
尋
思
（
か
え
っ
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
す
、

ど
う
か
お
考
え
く
だ
さ
い
）」
と
續
く
が
、
金
本
で
は
宋
江
の
言
葉
に
反
應
し
た
李

逵
が
飛
び
出
し
て
口
を
挾
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
發
話
は
强
制
的
に
打
ち
切
ら
れ
る
。

金
聖
嘆
は
、
宋
江
と
李
逵
を
竝
べ
て
描
寫
す
る
こ
と
で
、
兩
者
の
相
反
す
る
性
質

が
際
立
つ
と
述
べ
る（

（1
（

。
故
に
こ
の
場
面
の
改
變
も
、
そ
う
し
た
意
圖
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
金
聖
嘆
の
作
中
人
物
に
對
す
る
評
價
が
會
話
場
面
の
改
變

に
表
れ
た
一
例
と
言
え
る（

（1
（

。

ま
た
、
時
に
停
止
指
示
は
會
話
場
面
だ
け
で
な
く
動
作
描
寫
に
も
及
ぶ
。

《
資
料
サ
》
武
松
が
武
大
の
位
牌
を
目
に
し
た
場
面
〈
二
五
〉

且
說
武
松
到
門
歬
揭
起
簾
子
。
探
身
入
來
、
見
了
靈
床
子
、【
句
法
①
咽
住
。
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九
六

て
提
示
す
る
。
金
本
の
評
語
は
作
品
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
强
く
意
識
さ
れ
、
讀

解
に
お
け
る
評
語
の
價
値
の
高
さ
が
大
い
に
表
れ
て
い
る
。

三
　
發
話

の
呼
應

三
︱
一
　
發
話

の
一
致
・
酷
似

金
聖
嘆
は
し
ば
し
ば
離
れ
た
二
つ
の
場
面
の
發
話
文
に
着
目
し
、
兩
者
が
一

致
ま
た
は
酷
似
す
る
こ
と
を
評
語
中
で
指
摘
し
た
り
、
改
變
を
施
し
た
り
し
た
。

《
㊮
料
シ
》
は
二
つ
の
發
話
文
が
一
致
す
る
よ
う
に
改
變
を
施
し
た
例
で
あ
る
。

《
資
料
シ
》
盧
俊
義
が
歸
宅
し
て
李
固
・
賈
氏
と
再
會
す
る
場
面
〈
六
一
〉

德
：
盧
俊
義
便
問
、「
燕
靑
安
在
。」
李
固
答
衟
、「
主
人
且
休
問
。
端
的
一
言
難

盡
。
只
怕
發
怒
、
待
歇
息
定
了
却
說
。」
賈
氏
從
屏
風
後
哭
將
出
來
。
盧
俊

義
說
衟
、「
娘
子
休
哭
。
且
說
燕
小
乙
怎
地
來
。」
賈
氏
衟
、「
丈
夫
且
休
問
。

慢
慢
地
却
說
。」

金
：
盧
俊
義
便
問
、「
燕
靑
安
在
。」
李
固
答
衟
、「
主
人
且
休
問
。
端
的
一
言
難

盡
。
辛
苦
風
霜
、
待
歇
息
定
了
却
說
。【
李
固
語
、
與
娘
子
語
不
差
一
字
。

寫
兩
人
一
路
。
絕
倒
。】」
賈
氏
從
屏
風
後
哭
將
出
來
。
盧
俊
義
說
衟
、「
娘

子
見
了
。
且
說
燕
小
乙
怎
地
來
。」
賈
氏
衟
、「
丈
夫
且
休
問
。
端
的
一
言

難
盡
。
辛
苦
風
霜
、
待
歇
息
定
了
却
說
。【
娘
子
語
、
與
李
固
語
不
差
一
字
。

絕
倒
。】」

　
　
（
盧
俊
義
は
そ
こ
で
、「
燕
靑
は
ど
こ
に
い
る
。」
と
問
い
質
し
た
。
李
固
は
答
え
て
言

っ
た
、「
ご
主
人
、
そ
の
話
は
し
ば
し
お
や
め
く
だ
さ
い
。
到
底
ひ
と
言
で
は
言
い
盡

く
せ
ま
せ
ん
。
さ
ぞ
お
疲
れ
で
し
ょ
う
か
ら
、
ま
ず
は
ひ
と
休
み
さ
れ
て
か
ら
お
話

し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。【
李
固
の
言
葉
は
、
夫
人
の
言
葉
と
一
字
も
違
わ
な
い
。
二
人

が
す
っ
か
り
通
じ
て
い
る
こ
と
を
書
き
表
し
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
。】」
賈
氏
も
屏

風
の
後
ろ
か
ら
聲
を
上
げ
て
泣
き
な
が
ら
現
れ
た
。
盧
俊
義
が
、「
お
ま
え
は
知
っ
て

【
ま
た
息
を
呑
む
。
○
位
牌
の
文
字
を
三
回
讀
ん
で
、
や
っ
と
一
言
發
し
た
。】」
と
言

い
、「
ね
え
さ
ん
、【
そ
こ
で
息
を
呑
む
。
○
こ
の
二
字
（
＝
嫂
嫂
）
で
一
拍
停
止
す

べ
き
で
あ
り
、
こ
の
文
章
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。】
二
郞
が

戾
り
ま
し
た
。【
そ
こ
で
息
を
呑
む
。
○
こ
の
四
字
（
＝
武
二
歸
了
）
を
歬
の
文
と
續

け
て
讀
む
者
は
、
俗
人
で
あ
る
。】」
と
叫
ん
だ
。）

こ
こ
で
は
武
大
の
位
牌
を
目
に
し
て
か
ら
、
潘
金
蓮
に
歸
宅
を
吿
げ
る
ま
で
の
ご

く
短
い
閒
の
武
松
の
言
動
が
描
寫
さ
れ
る
。
武
松
の
視
點
の
動
き
や
短
い
セ
リ
フ

ご
と
に
評
語
「
咽
住
」
が
八
回
置
か
れ
（
①
〜
⑧
）、
武
大
の
位
牌
を
見
て
混
亂
し

て
息
を
呑
み
、
動
き
を
止
め
る
さ
ま
が
表
現
さ
れ
る（

（1
（

。

更
に
特
徵
的
な
の
は
、
武
松
の
視
點
の
推
移
と
思
考
の
過
程
が
夾
批
で
詳
細
に

表
現
さ
れ
る
點
で
あ
る
。
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
金
聖
嘆
は
こ
の
短
時
閒
に
武

松
が
位
牌
の
七
文
字
（
亡
夫
武
大
郞
之
位
）
を
三
度
讀
ん
だ
と
見
做
し
て
い
る
。
特

に
金
聖
嘆
が
二
度
目
に
讀
ん
だ
と
し
て
い
る
部
分
の
評
語
（「
次
却
定
睛
再
念
第
二

遍
」
以
下
）
に
は
、
腦
內
で
一
文
字
ず
つ
丁
寧
に
讀
ん
で
い
く
樣
子
が
描
か
れ
る
。

本
文
中
に
は
描
か
れ
な
い
作
中
人
物
の
心
理
や
思
考
に
ま
で
及
ぶ
批
評
は
、
金
聖

嘆
の
批
評
の
一
特
徵
と
言
え
る
。
小
松
謙
氏
は
、
作
中
人
物
の
心
理
を
忖
度
す
る

金
聖
嘆
の
批
評
は
、
心
理
描
寫
の
發
逹
へ
と
展
開
し
、『
紅
樓
夢
』
で
の
心
理
描

寫
の
成
熟
に
繋
が
る
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
こ
の
場
面
で
は
金
聖
嘆
自
身
が
武
松
の
視

點
に
身
を
置
き
つ
つ
、
そ
の
心
情
を
描
寫
し
、
評
語
と
し
て
表
出
さ
せ
て
い
る
。

「
視
認
→
思
考
→
發
話
」
と
い
う
武
松
の
意
識
の
推
移
を
本
文
と
評
語
が
一
體
と

な
っ
て
詳
細
に
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
文
で
は
表
現
に
限
界
の
あ
る
發
話
文
中
の
停
止
を
、
夾
批

で
指
示
し
、
讀
者
を
よ
り
臨
場
感
の
あ
る
讀
み
に
導
こ
う
と
す
る（

（2
（

。
本
節
で
論
じ

た
手
法
は
言
い
淀
み
や
中
斷
と
同
じ
く
、
內
的
要
素
と
外
的
要
素
の
整
合
性
へ
の

意
識
が
窺
え
る
。
金
聖
嘆
は
自
ら
の
考
え
る
作
品
讀
解
法
を
評
語
や
改
變
を
用
い



金
聖
嘆
本
『
水
滸
傳
』
の
會
話
場
面

九
七

み
で
あ
る
。
先
に
李
忠
と
戰
っ
た
時
に
も
、
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
二
人
の
戰

い
を
際
立
た
せ
て
い
る
。】」
と
言
っ
た
。
…
〔
そ
の
男
は
〕
腹
の
內
で
思
っ
た
、「
こ

の
和
尙
の
聲
に
は
聞
き
覺
え
が
あ
る
。【
…
○
こ
の
一
段
は
先
の
李
忠
の
文
章
と
同
じ

で
、
極
め
て
優
れ
た
章
法
で
あ
る
。】」）

《
㊮
料
ス
①
・
②
》
は
別
の
場
面
で
あ
る
が
、
魯
智
深
が
李
忠
・
史
進
と
再
會
す

る
と
い
う
類
似
の
プ
ロ
ッ
ト
を
持
つ
。
魯
智
深
が
李
忠
・
史
進
に
襲
い
か
か
る
際

の
セ
リ
フ
（
叫
你
認
得
洒
家
／
敎
你
認
得
洒
家
）、
そ
の
聲
に
聞
き
覺
え
を
感
じ
た
李

忠
・
史
進
の
セ
リ
フ
（
你
的
聲
音
好
厮
熟
／
這
和
尙
聲
音
好
熟
）
は
そ
れ
ぞ
れ
酷
似

す
る
。
金
聖
嘆
は
こ
れ
に
着
目
し
て
「（
極
大
）
章
法
」
と
い
う
體
系
的
な
作
文

法
へ
と
昇
華
し
、『
水
滸
傳
』
中
で
繰
り
﨤
さ
れ
る
プ
ロ
ッ
ト
を
讀
者
に
意
識
さ

せ
よ
う
と
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
金
聖
嘆
の
物
語
構
造
へ
の
强
い

意
識
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

三
︱
二
　「
對
鏁
作
章
法
」

發
話
文
の
呼
應
に
關
す
る
別
の
手
法
と
し
て
「
對
鎻
作
章
法
」
が
擧
げ
ら
れ
る
。

對
鎻
作
章
法
は
第
五
二
回
で
の
み
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
發
話
文
に
對
す
る
用

例
が
四
例
、
地
の
文
に
對
す
る
用
例
が
一
例
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
發
話
文
の

四
例
の
う
ち
二
例
を
示
す（

（2
（

。

《
資
料
セ
①
》　

李
逵
が
戴
宗
に
脅
さ
れ
る
場
面
〈
五
二
〉

德
：
李
逵
笑
衟
、「
我
自
這
般
說
耍
。」

金
：
李
逵
陪
笑
衟
、「
不
敢
、
不
敢
。
我
自
這
般
說
一
聲
兒
耍
。【
的
的
寫
出
妙
人
。

〇
與
後
對
鎻
作
章
法
。】」

　
　
（
李
逵
は
追
從
笑
い
を
し
て
言
っ
た
、「
い
や
い
や
、
少
し
冗
談
を
言
っ
て
み
た
だ
け

だ
。【
李
逵
の
素
晴
ら
し
さ
を
は
っ
き
り
と
描
き
出
し
て
い
る
。
○
後
ろ
の
文
と
の
對

鎻
作
章
法
で
あ
る
。】」）

い
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
燕
靑
が
ど
う
な
っ
た
の
か
言
い
な
さ
い
。」
と
言
え
ば
、
賈
氏
は

言
っ
た
、「
あ
な
た
、
そ
の
話
は
し
ば
し
お
や
め
く
だ
さ
い
。
到
底
ひ
と
言
で
は
言
い

盡
く
せ
ま
せ
ん
。
さ
ぞ
お
疲
れ
で
し
ょ
う
か
ら
、
ま
ず
は
ひ
と
休
み
さ
れ
て
か
ら
お

話
し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。【
夫
人
の
言
葉
は
、
李
固
の
言
葉
と
一
字
も
違
わ
な
い
。
素

晴
ら
し
い
。】」）

梁
山
泊
か
ら
歸
宅
し
た
盧
俊
義
に
對
す
る
李
固
と
賈
氏
の
第
一
聲
が
、
金
本
で
は

一
致
す
る
よ
う
改
變
さ
れ
、
二
人
の
關
係
性
（
兩
人
一
路
）
が
强
調
さ
れ
る
。

　

更
に
は
、
改
變
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
の
、
二
つ
の
場
面
の
發
話
文
が
酷
似
す
る
こ

と
を
評
語
で
指
摘
し
た
箇
所
が
あ
る
。

《
資
料
ス
①
》
魯
智
深
が
李
忠
と
再
會
す
る
場
面
〈
四
〉

智
深
大
怒
罵
衟
、「
腌
臢
打
脊
潑
才
。
叫
你
認
得
洒
家
。【
此
語
炤
燿
下
文
、

㊒
七
玲
八
瓏
之
妙
。
〇
與
後
史
進
文
一
樣
、
作
章
法
。】」
…
那
大
頭
領
逼
住

鎗
大
叫
衟
、「
和
尙
、
且
休
要
動
手
。
你
的
聲
音
好
厮
熟
。【
與
後
史
進
文
一

樣
、
作
章
法
。】
你
且
通
箇
姓
名
。」

（
魯
智
深
は
腹
を
立
て
て
、「
う
す
ぎ
た
な
い
懲
役
野
郞
め
、
目
に
も
の
見
せ
て
や
る
。

【
こ
の
語
（
＝
叫
你
認
得
洒
家
）
は
後
ろ
の
文
を
際
立
た
せ
て
お
り
、
非
常
に
精
巧
な

素
晴
ら
し
さ
を
㊒
す
る
。
○
後
ろ
の
史
進
の
文
章
と
同
じ
で
、
章
法
を
な
す
。】」
と

罵
っ
た
。
…
そ
の
大
頭
目
は
槍
を
引
っ
込
め
る
と
大
聲
で
叫
ん
だ
、「
和
尙
、
待
っ
た
。

そ
の
聲
に
聞
き
覺
え
が
あ
る
。【
後
ろ
の
史
進
の
文
章
と
同
じ
で
あ
り
、章
法
を
な
す
。】

ま
ず
は
名
乘
っ
て
も
ら
お
う
か
。」）

《
資
料
ス
②
》
魯
智
深
が
史
進
と
再
會
す
る
場
面
〈
五
〉

智
深
衟
、「
敎
你
認
得
洒
家
。【
認
得
二
字
、
七
玲
八
瓏
。
歬
與
李
忠
戰
時
、

亦
用
此
法
作
炤
燿
也
。】」
…
肚
裏
尋
思
衟
、「
這
和
尙
聲
音
好
熟
。【
…
〇
此

一
段
與
歬
李
忠
文
同
、
是
極
大
章
法
。】」

　
　
（
魯
智
深
は
「
お
の
れ
、
目
に
も
の
見
せ
て
や
る
。【「
認
得
」
の
二
字
は
、
非
常
に
巧
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《
資
料
セ
②
》　

李
逵
が
戴
宗
に
脅
さ
れ
る
場
面
〈
五
二
〉

德
：
李
逵
衟
、「
不
敢
、
不
敢
。
說
一
聲
兒
耍
。」

金
：
李
逵
陪
笑
衟
、「
不
敢
、
不
敢
。
我
自
這
般
說
一
聲
兒
耍
。【
與
歬
對
鎻
作
章

法
。】」

　
　
（
李
逵
は
追
從
笑
い
を
し
て
言
っ
た
、「
い
や
い
や
、
少
し
冗
談
を
言
っ
て
み
た
だ
け

だ
。【
歬
の
文
と
の
對
鎻
作
章
法
で
あ
る
。】）

《
資
料
ソ
①
》
李
逵
が
羅
眞
人
を
殺
そ
う
と
す
る
場
面
〈
五
二
〉

德
：
李
逵
衟
、「
今
番
且
除
了
一
害
、
…

金
：
李
逵
衟
、「
這
箇
人
只
可
驅
除
了
他
。【
與
後
眞
人
語
對
鎻
作
章
法
。】
…

　
　
（
李
逵
は
言
っ
た
、「
こ
ん
な
や
つ
は
殺
し
て
し
ま
え
ば
い
い
。【
後
ろ
の
羅
眞
人
の
言

葉
と
の
對
鎻
作
章
法
で
あ
る
。】
…
）

《
資
料
ソ
②
》
羅
眞
人
が
李
逵
を
懲
ら
し
め
る
場
面
〈
五
二
〉

德
：
羅
眞
人
衟
、「
這
等
人
只
可
驅
除
了
。
…

金
：
羅
眞
人
衟
、「
這
等
人
只
可
驅
除
了
罷
。【
與
歬
對
鎻
作
章
法
。
俗
本
悉
無
、

眞
是
可
恨
。】
…

　
　
（
羅
眞
人
は
言
っ
た
、「
あ
ん
な
や
つ
は
追
い
出
し
て
し
ま
え
ば
い
い
。【
歬
の
文
と
の

對
鎻
作
章
法
で
あ
る
。
俗
本
に
は
こ
れ
ら
は
み
な
無
く
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。】

…
）

上
記
の
二
例
の
ほ
か
、
羅
眞
人
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
驚
く
李
逵
の
セ
リ
フ
（
我

敢
是
錯
殺
了
）
と
羅
眞
人
に
詰
問
さ
れ
た
際
の
李
逵
の
セ
リ
フ
（
你
敢
錯
認
了
）、

戴
宗
と
羅
眞
人
に
脅
さ
れ
た
際
の
李
逵
の
セ
リ
フ
（
你
是
我
親
爺
、
却
如
何
敢
違
了

你
的
言
語
／
你
是
我
的
親
爺
、
却
如
何
敢
違
了
你
的
言
語
）
で
對
鎻
作
章
法
と
の
批
評

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
場
面
の
發
話
文
が
一
致
あ
る
い
は
對
と
な

る
よ
う
に
改
變
さ
れ
る
。
例
え
ば
《
㊮
料
セ
》
の
金
本
の
セ
リ
フ
は
德
本
の
二
場

面
の
セ
リ
フ
を
合
體
し
た
も
の
で
あ
る
。《
㊮
料
ソ
》
で
は
、
羅
眞
人
が
李
逵
の

セ
リ
フ
を
皮
肉
的
に
用
い
る
よ
う
に
改
變
さ
れ
る
。

第
五
二
回
回
初
總
評（

（2
（

冐
頭
に
「
此
篇
純
以
科
諢
成
文
（
こ
の
一
篇
は
專
ら
科
諢
で

文
章
が
で
き
て
い
る
）」
と
あ
る
。「
科
諢
」
と
は
劇
な
ど
で
見
ら
れ
る
滑
稽
な
言

動
を
表
す
。
第
五
二
回
は
李
逵
が
戴
宗
と
羅
眞
人
の
法
術
に
飜
弄
さ
れ
る
コ
メ
デ

ィ
要
素
が
非
常
に
强
い
回
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
科
諢
と
は
李
逵
の
滑
稽
な
言
動

を
指
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
對
鎻
作
章
法
の
使
用
意
圖
は
、
類
似
場
面
の
繰
り
﨤

し
を
讀
者
に
氣
付
か
せ
、
飜
弄
さ
れ
る
李
逵
の
滑
稽
さ
を
强
調
す
る
こ
と
に
あ
る

と
も
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
回
初
總
評
が
「
然
在
讀
者
、
則
必
須
略
其
科
諢
、

而
觀
其
意
思
…
蓋
科
諢
、
文
章
之
惡
衟
也
…
其
意
思
眞
㊒
甚
異
於
人
者
也
（
し
か

し
讀
者
に
お
い
て
は
、
そ
の
科
諢
を
輕
視
し
て
、
そ
の
意
圖
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…

思
う
に
科
諢
は
、
文
章
の
惡
衟
で
あ
る
…
〔『
水
滸
傳
』
で
科
諢
を
用
い
る
〕
意
圖
は
他
の

者
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
）」
と
續
く
こ
と
か
ら
し
て
、
金
聖
嘆
の
思
惑
は
お

そ
ら
く
別
に
あ
る
。

續
い
て
、
回
初
總
評
は
、
第
五
一
回
か
ら
第
五
三
回
の
物
語
に
お
い
て
、
公
孫

勝
を
際
立
た
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
も
そ

も
公
孫
勝
を
描
く
に
は
高
廉
の
登
場
が
不
可
缺
で
あ
り
（
蓋
傳
中
既
㊒
公
孫
、
自
不

得
不
又
㊒
高
廉
）、
高
廉
に
よ
っ
て
公
孫
勝
を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
夫
特

生
高
廉
以
襯
出
公
孫
也
）。
し
か
し
、
高
廉
の
法
術
の
凄
さ
を
描
く
こ
と
で
公
孫
勝

の
法
術
の
凄
さ
を
强
調
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
描
寫
は
牛
鬼
蛇
神
の
類
に
ま
で

及
び
、『
西
遊
記
』
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
（
而
斯
兩
人
者
、
爭
奇
鬭
異
、
至
於
牛

蛇
神
鬼
、
且
將
無
所
不
㊒
、
斯
則
與
彼
西
遊
諸
書
又
何
以
異
）。
そ
こ
で
施
耐
庵
は
「
避

實
取
虛
」
法
を
用
い
た
の
だ
と
金
聖
嘆
は
述
べ
る
。
金
聖
嘆
の
言
う
避
實
取
虛
法

と
は
、
强
調
し
て
描
き
た
い
主
要
な
事
柄
（
＝
實
）
を
ご
く

に
描
寫
す
る
の

み
と
し
、
副
次
的
な
事
柄
（
＝
虛
）
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
「
實
」
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
手
法
に
よ
っ



金
聖
嘆
本
『
水
滸
傳
』
の
會
話
場
面

九
九

て
「
實
」
が
强
調
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
物
語
展
開
に
變
化
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
爲
極
盡
其
變
）
と
い
う
。
ま
た
、
回
初
總
評
に
基
づ
き
、
第
五
一
回
か
ら

第
五
三
回
に
亙
る
一
連
の
場
面
の
「
實
／
虛
」
の
構
造
に
つ
い
て
次
表
に
示
し
た
。

●
表　

第
五
一
回
か
ら
第
五
三
回
に
お
け
る
避
實
取
虛
法
と
そ
の
構
造

主
要
な
事
柄
（
＝
實
）

副
次
的
な
事
柄
（
＝
虛
）

Ａ

高
廉
の
擊
破

公
孫
勝
の
歸
還

Ｂ

公
孫
勝
の
歸
還

羅
眞
人
の
說
得

Ｃ

羅
眞
人
の
法
術

李
逵
の
科
諢

尙
、
表
中
の
Ａ
〜
Ｃ
の
う
ち
、
Ａ
は
物
語
展
開
上
の
重
要
度
が
最
も
高
く
、
最
も

强
調
し
た
い
事
柄
で
あ
り
、
Ｃ
は
重
要
度
が
最
も
低
く
、
特
に
强
調
す
る
必
要
の

な
い
事
柄
で
あ
る
。
つ
ま
り
最
も
强
調
し
た
い
事
柄
は
、
公
孫
勝
に
よ
る
高
廉
の

擊
破
〔
Ａ
實
〕
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
〔
Ａ
實
〕
を
描
く
た
め
に
公
孫
勝

の
歸
還
の
一
段
〔
Ａ
虛
〕
を
設
定
し
た
。〔
Ａ
虛
〕
は
同
時
に
〔
Ｂ
實
〕
と
な
り
、

羅
眞
人
の
說
得
の
一
段
〔
Ｂ
虛
〕
を
引
き
出
す
。
羅
眞
人
の
說
得
の
一
段
の
中
で

は
羅
眞
人
の
法
術
〔
Ｃ
實
〕
が
主
要
な
內
容
と
な
る
が
、
羅
眞
人
の
法
術
は
、
法

術
に
飜
弄
さ
れ
る
李
逵
の
滑
稽
な
言
動
、
つ
ま
り
科
諢
〔
Ｃ
虛
〕
に
よ
っ
て
際
立

つ
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
一
連
の
場
面
は
「
實
／
虛
」
に
よ
る
三
重
構
造
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
一
段
の
描
寫
を
比
べ
る
と
、
確
か
に

「
實
」
よ
り
「
虛
」
の
方
が
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
金
聖
嘆
は
こ
れ
こ
そ

が
「
作
者
意
思
（
作
者
の
眞
意
）」
で
あ
る
と
讀
者
に
氣
付
か
せ
よ
う
と
し
た
。
對

鎻
作
章
法
で
描
き
出
さ
れ
る
の
は
李
逵
の
滑
稽
な
言
動
（
科
諢
）
で
あ
る
。
避
實

取
虛
法
で
は
、
李
逵
の
科
諢
の
描
寫
は
重
要
度
が
最
も
低
い
〔
Ｃ
虛
〕
に
位
置

す
る
が
、
こ
れ
は
〔
Ａ
實
〕
を
描
き
出
す
た
め
の
第
一
步
と
し
て
不
可
缺
で
あ

る
。「
惡
衟
」
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
科
諢
を
排
除
し
な
か
っ
た
の
は
、
科
諢
が
公

孫
勝
の
凄
さ
を
强
調
す
る
の
に
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
更
に
回
初
總
評
に
は
「
此

篇
又
處
處
用
對
鎻
作
章
法
、
乃
至
一
字
不
換
、
皆
惟
恐
讀
者
墮
落
科
諢
一
衟
去
故

也
（
こ
の
篇
で
は
ま
た
至
る
所
に
對
鎻
作
章
法
を
用
い
、〔
對
應
す
る
二
文
の
字
句
を
〕
一

字
も
違
え
さ
せ
て
い
な
い
の
は
、
全
て
た
だ
讀
者
が
科
諢
と
い
う
ひ
と
つ
の
手
法
ば
か
り

に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
の
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
）」
と
あ
り
、
對
鎻
作
章
法
の
主
要

目
的
は
讀
者
が
科
諢
に
氣
を
取
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
避
實
取
虛
法
と
は
言
わ

ば
「
描
か
な
い
こ
と
で
描
く
」
手
法
で
あ
る
。
李
逵
の
滑
稽
さ
の
描
寫
は
三
重
に

仕
組
ま
れ
た
避
實
取
虛
法
の
最
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
、
最
終
的
に
高
廉
を
擊
破

す
る
公
孫
勝
を
强
調
す
る
た
め
に
必
要
不
可
缺
な
要
素
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ま
ず

は
李
逵
の
滑
稽
さ
の
描
寫
が
羅
眞
人
の
法
術
の
凄
さ
を
强
調
す
る
機
能
を
果
た
し

て
い
る
と
氣
付
く
こ
と
が
、
避
實
取
虛
法
全
體
の
理
解
の
第
一
步
と
な
る
。
し
か

し
、
讀
者
は
李
逵
の
滑
稽
さ
ば
か
り
に
氣
を
取
ら
れ
、
そ
の
奧
に
あ
る
作
者
の
眞

意
（
＝
避
實
取
虛
法
）
の
理
解
に
ま
で
は
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で

金
聖
嘆
は
李
逵
の
滑
稽
さ
が
描
か
れ
る
類
似
場
面
の
セ
リ
フ
を
一
致
・
酷
似
す
る

よ
う
改
變
す
る
こ
と
で
そ
の
繰
り
﨤
し
を
强
調
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
讀
者
は
李
逵

の
滑
稽
な
描
寫
が
故
意
に
繰
り
﨤
さ
れ
る
點
に
氣
付
き
、
そ
の
意
圖
を
考
え
始
め

る
。
つ
ま
り
對
鎻
作
章
法
そ
れ
自
體
は
發
話
文
の
一
致
・
酷
似
と
い
う
點
に
お
い

て
、
歬
節
で
扱
っ
た
よ
う
な
「
章
法
」
と
共
通
す
る
も
の
の
、
讀
者
が
作
者
の
眞

意
を
認
識
・
理
解
す
る
た
め
の
端
緖
と
し
て
の
役
割
を
朞
待
さ
れ
て
い
る
點
に
お

い
て
特
徵
的
な
の
で
あ
る
。

金
本
の
評
語
「
章
法
」
の
用
例
は
百
回
あ
り
、
對
立
・
對
應
す
る
二
つ
の
場
面

や
文
を
指
摘
す
る
用
例
が
多
い（

（2
（

。
歬
節
の
《
㊮
料
ス
①
・
②
》
や
對
鎻
作
章
法
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は
「
章
法
」
の
一
例
で
、
發
話
文
が
對
應
す
る
點
で
共
通
す
る
。
し
か
し
、
歬
節

の
用
例
が
場
面
の
類
似
性
を
讀
者
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
に
對
し
、
對
鎻
作

章
法
は
避
實
取
虛
法
の
一
部
と
し
て
機
能
す
る
類
似
場
面
を
强
調
し
て
讀
者
が
氣

付
き
や
す
い
よ
う
に
し
、
避
實
取
虛
法
全
體
の
理
解
の
絲
口
と
し
て
の
役
割
を
與

え
ら
れ
た
手
法
で
あ
る
。
金
聖
嘆
が
敢
え
て
「
對
鎻
作
章
法
」
と
朙
記
し
た
の
は
、

こ
の
意
圖
の
違
い
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
結
語

　

本
稿
で
は
臨
場
感
を
追
求
す
る
姿
勢
、
發
話
文
の
呼
應
へ
の
意
識
と
い
う
二
つ

の
觀
點
か
ら
、
金
聖
嘆
の
會
話
場
面
に
對
す
る
批
評
理
論
を
紐
解
い
た
。

　

夾
敍
法
に
よ
っ
て
複
數
の
發
話
や
發
話
と
動
作
の
同
時
性
の
表
現
を
試
み
、
テ

キ
ス
ト
上
の
制
限
か
ら
の
脫
却
を
目
指
し
た
。
言
い
淀
み
や
中
斷
の
手
法
は
、
作

中
人
物
の
感
情
を
强
調
し
、
臨
場
感
を
增
幅
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
人
物
像
を

も
强
調
す
る
。
思
考
や
感
情
に
起
因
す
る
發
話
文
中
の
停
止
の
表
現
に
は
夾
批
が

利
用
さ
れ
、
よ
り
臨
場
感
の
あ
る
讀
み
を
讀
者
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手

法
か
ら
は
、
感
情
や
性
質
、
思
考
な
ど
の
內
的
要
素
と
發
話
と
い
う
外
的
要
素
と

の
整
合
性
を
强
く
志
向
す
る
金
聖
嘆
の
批
評
思
想
が
窺
え
る
。

　

發
話
文
の
一
致
ま
た
は
酷
似
に
つ
い
て
は
、
二
場
面
の
類
似
性
を
讀
者
に
氣
付

か
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
發
話
者
の
關
係
性
の
强
調
を
意
圖
し
た
批
評
が
存
在
す
る
。

更
に
對
鎻
作
章
法
は
、
讀
者
が
避
實
取
虛
法
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
眞
意
を
理
解

す
る
た
め
の
絲
口
と
し
て
の
役
割
を
擔
う
。
金
聖
嘆
が
作
品
構
造
の
理
解
に
會
話

場
面
を
利
用
し
た
と
い
う
の
は
、
會
話
場
面
が
物
語
構
造
と
い
う
大
き
な
視
野
の

中
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
金
聖
嘆
は
會
話
場
面
を

活
用
し
、
物
語
構
造
に
對
す
る
批
評
思
想
の
實
踐
を
圖
っ
た
の
で
あ
る
。

　

金
聖
嘆
は
、
作
中
人
物
の
感
情
や
心
理
、
人
物
像
な
ど
が
發
話
文
に
大
い
に
影

響
を
與
え
る
こ
と
を
强
く
意
識
し
、
臨
場
感
あ
る
會
話
場
面
の
描
寫
を
目
指
し
た
。

ま
た
發
話
文
の
呼
應
に
對
す
る
批
評
に
は
、
彼
の
物
語
構
造
に
對
す
る
强
い
意
識

が
表
れ
て
い
る
。
金
聖
嘆
は
會
話
場
面
に
利
用
價
値
を
見
出
だ
し
、
自
身
の
批
評

思
想
を
大
い
に
實
踐
し
た
の
で
あ
る
。

 

　

㊟
（
１
）　

金
本
の
原
文
は
『
第
五
才
子
書
施
耐
庵
水
滸
傳
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）

を
、
百
二
十
回
本
の
原
文
は
宮
內
廳
書
陵
部
所
藏
の
德
山
毛
利
本
（
以
下
、
德
本
、

德
）
を
參
照
し
た
。
金
本
が
百
二
十
回
本
の
ど
の
版
本
を
底
本
に
し
た
の
か
に
つ
い

て
、
小
松
謙
『
水
滸
傳
と
金
甁
梅
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）「
第
五
章

　

金
聖
歎
本
『
水
滸
傳
』
考
」（
二
四
五
―
二
七
三
頁
）
二
四
八
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

原
文
譯
は
金
本
を
底
本
と
す
る
佐
藤
一
郞
譯
『
世
界
文
學
全
集
水
滸
傳
』（
集
英
社
、

一
九
七
九
年
）
に
基
づ
き
、
㊜
宜
筆
者
に
よ
っ
て
改
め
た
。
ま
た
評
語
譯
は
全
て
拙

譯
に
よ
る
。

（
２
）　

金
聖
嘆
の
本
文
改
變
と
作
中
人
物
の
人
物
像
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
張
國
光

『《
水
滸
》
與
金
聖
嘆
硏
究
』（
中
州
書
畫
社
、
一
九
八
一
年
）、
中
鉢
雅
量
『
中
國
小

說
史
硏
究

―
水
滸
傳
を
中
心
と
し
て

―
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
㊟
1

小
松
氏
歬
揭
書
、
佐
高
春
音
「『
水
滸
傳
』
の
人
物
呼
稱
に
見
え
る
待
遇
表
現
」（『
日

本
中
國
學
會
報
』
第
六
八
集
、
二
〇
一
六
年
十
⺼
）
等
で
言
及
さ
れ
る
。

（
３
）　

金
聖
嘆
の
發
話
文
に
對
す
る
批
評
に
關
す
る
專
論
に
は
、
尹
輯
熙
「
”一
樣
人
便

還
他
一
樣
說
話
“

―
金
聖
嘆
論
《
水
滸
》
人
物
對
話
的
藝
術
」（『
中
國
文
學
硏

究
』（
湖
南
師
範
大
學
）
一
九
八
九
年
第
一
朞
）
等
が
あ
る
。

（
４
）　

葉
朗
『
中
國
小
說
美
學
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）、
寧
宗
一
『
中
國

小
說
學
通
論
』（
安
徽
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
陳
萬
益
『
金
聖
歎
的
文
學
批

評
考
述
』（
國
立
臺
灣
大
學
文
學
院
、
一
九
七
六
年
）
等
。
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（
５
）　

臨
場
感
の
增
幅
と
い
う
點
を
中
心
に
論
じ
た
先
行
硏
究
と
し
て
北
村
眞
由
美
「『
水

滸
傳
』
の
文
體

―
「
金
聖
嘆
本
」
の
讀
法
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
中
國
文
學
硏

究
』（
早
稻
田
大
學
）
第
二
七
朞
、
二
〇
〇
一
年
十
二
⺼
）
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
夾

敍
法
の
範
疇
に
つ
い
て
は
㊟
10
で
詳
述
す
る
。

（
６
）　

金
聖
嘆
は
「
吾
最
恨
人
家
子
弟
、
凢
遇
讀
書
、
都
不
理
會
文
字
、
只
記
得
若
干
事

跡
、
便
算
讀
過
一
部
書
了
（
私
が
最
も
遺
憾
に
思
う
の
は
、
人
樣
の
子
弟
が
書
を
讀

む
に
あ
た
っ
て
、
文
章
を
氣
に
掛
け
ず
、
た
だ
些
か
の
事
柄
を
覺
え
た
だ
け
で
、
一

册
の
書
を
讀
み
終
え
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
）」〈
讀
法
〉、「
此
本
雖
是
點
閱
得
粗
略
、

子
弟
讀
了
、
便
曉
得
許
多
文
法
（『
水
滸
傳
』
は
大
雜
把
に
讀
ん
だ
と
し
て
も
、
子

弟
が
讀
み
終
え
れ
ば
、
多
く
の
文
法
を
理
解
す
る
）」〈
讀
法
〉、「
一
部
水
滸
傳
悉
依

此
批
讀
（『
水
滸
傳
』
は
み
な
こ
の
批
評
に
從
っ
て
讀
む
べ
き
で
あ
る
）」〈
五
總
評
〉

と
述
べ
る
。

（
７
）　

夾
敍
法
に
つ
い
て
は
、
㊟
5
北
村
氏
歬
揭
論
文
、
㊟
1
小
松
氏
歬
揭
書
等
で
指
摘

が
あ
る
。

（
８
）　

原
文
「
謂
急
切
裏
兩
箇
人
一
齊
說
話
、
須
不
是
一
箇
說
完
了
、
又
一
箇
說
、
必
要

一
筆
夾
寫
出
來
。」〈
讀
法
〉

（
９
）　

夾
敍
法
を
二
種
に
分
類
す
る
本
稿
の
發
想
は
北
村
氏
の
解
釋
を
參
考
に
し
た
（
㊟

5
北
村
氏
歬
揭
論
文
一
二
六
―
一
二
八
頁
參
照
）。

（
10
）　

夾
敍
法
に
該
當
す
る
か
否
か
の
判
斷
は
、
二
つ
の
發
話
文
の
閒
に
別
の
發
話
文
あ

る
い
は
動
作
描
寫
が
挾
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
點
と
、
夾
批
に
「
夾
敍
」
あ
る
い
は

「
夾
」
の
語
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
點
に
基
づ
い
た
。
北
村
氏
は
㊟
5
歬
揭

論
文
で
、
言
い
淀
み
や
中
斷
も
夾
敍
法
の
一
種
と
見
做
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
必

ず
し
も
複
數
の
發
話
や
發
話
と
動
作
の
同
時
性
の
表
現
を
意
圖
し
た
も
の
で
あ
る
と

は
斷
定
で
き
な
い
例
も
多
い
上
、
評
語
中
に
「
夾
」
の
字
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
本

稿
で
は
夾
敍
法
と
は
別
の
手
法
と
し
て
扱
う
。

（
11
）　

郭
瑞
『
金
聖
嘆
的
小
說
理
論
與
戲
劇
理
論
』（
中
國
文
聯
出
版
公
司
、
一
九
九
三

年
）
四
二
―
四
四
頁
參
照
。

（
12
）　

同
樣
の
指
摘
が
小
松
謙
『
詳
㊟
全
譯
水
滸
傳 

第
一
卷
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一

年
）
二
八
六
―
二
八
七
頁
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
小
松
氏
は
、《
㊮
料
ウ
》
の
例
を
除

い
て
、
元
來
の
『
水
滸
傳
』
に
發
話
が
中
斷
す
る
事
例
は
存
在
せ
ず
、
夾
敍
法
を
含

む
發
話
を
中
斷
さ
せ
る
改
變
は
全
て
自
身
の
文
學
理
論
に
合
う
よ
う
に
金
聖
嘆
が
書

き
換
え
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
（
㊟
1
小
松
氏
歬
揭
書
二
六
三
頁
參
照
）。

（
13
）　

中
斷
へ
の
改
變
の
六
例
の
ほ
か
、
改
變
さ
れ
て
な
い
も
の
の
發
話
の
中
斷
に
關
し

て
評
語
中
で
言
及
し
た
例
は
《
㊮
料
ウ
》
を
含
め
二
例
存
在
す
る
。

（
14
）　

金
聖
嘆
本
の
泣
き
描
寫
に
對
す
る
改
變
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
金
聖
嘆
本
『
水
滸

傳
』
の
泣
き
描
寫
と
批
評
」（『
慶
應
義
塾
中
國
文
學
會
報
』
第
四
號
、
二
〇
二
〇
年

三
⺼
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）　

讀
法
に
「
時
遷
宋
江
是
一
流
人
、
定
考
下
下
（
時
遷
と
宋
江
は
同
類
の
人
物
で
あ

り
、
下
下
と
す
べ
き
だ
）」
と
あ
る
。

（
16
）　

讀
法
に
「
蓋
作
者
只
是
痛
恨
宋
江
奸
詐
、
故
處
處
緊
接
出
一
段
李
逵
朴
誠
來
、
做

箇
形
擊
。
其
意
思
自
在
顯
宋
江
之
惡
、
却
不
料
反
成
李
逵
之
妙
也
（
思
う
に
作
者
の

施
耐
庵
は
た
だ
ひ
ど
く
宋
江
の
權
詐
を
憎
ん
で
い
る
の
で
、
あ
ち
こ
ち
で
素
朴
で
誠

實
な
李
逵
の
話
と
く
っ
つ
け
て
、〔
宋
江
の
權
詐
を
〕
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
の
意

圖
は
思
い
通
り
に
宋
江
の
惡
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
圖
ら

ず
も
李
逵
の
素
晴
ら
し
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
）」
と
あ
り
、
こ
れ
を
「
背
面
鋪
粉

法
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
金
聖
嘆
批
評
『
西
廂
記
』
で
も
同
樣
の
言
及
が
認
め
ら
れ

る
（
黃
冬
柏
『『
西
廂
記
』
變
遷
史
の
硏
究
』（
白
帝
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
三
九
―

二
四
四
頁
參
照
）。

（
17
）　

人
物
評
價
が
發
話
文
の
改
變
に
反
映
さ
れ
た
場
面
と
し
て
、
宋
江
を
罵
倒
す
る
場

面
が
擧
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
關
勝
や
盧
俊
義
が
宋
江
を
罵
る
セ
リ
フ
へ
の
改
變
か
ら

は
、
金
聖
嘆
が
彼
ら
に
與
え
た
高
評
價
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

は
一
方
で
宋
江
の
欺
瞞
性
を
際
立
た
せ
、
こ
こ
に
も
相
反
す
る
性
質
の
竝
列
に
よ
っ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
〇
二

廉
、
斯
無
以
張
皇
公
孫
也
。
顧
張
皇
高
廉
以
張
皇
公
孫
、
而
斯
兩
人
者
、
爭
奇
鬭
異
、

至
於
牛
蛇
神
鬼
、
且
將
無
所
不
㊒
、
斯
則
與
彼
西
遊
諸
書
又
何
以
異
。
此
耐
菴
先
生

所
義
不
爲
也
。
吾
聞
文
章
之
家
、
固
㊒
所
謂
避
實
取
虛
之
法
矣
。
今
茲
略
於
破
高
廉
、

而
詳
於
取
公
孫
、
意
者
其
用
此
法
與
。
然
業
已
略
於
高
廉
、
而
詳
於
公
孫
、
則
何
不

倂
略
公
孫
、
而
特
詳
於
公
孫
之
師
。
蓋
所
謂
避
實
取
虛
之
法
、
至
是
乃
爲
極
盡
其
變
、

而
李
大
哥
特
以
妙
人
見
借
、
助
成
局
段
者
也
。
是
故
凢
李
大
哥
插
科
打
諢
、
皆
所
以

襯
出
眞
人
。
襯
出
眞
人
、
正
所
以
襯
出
公
孫
也
。
若
不
知
作
者
意
思
如
此
、
而
徒
李

大
哥
科
諢
之
是
求
、
此
眞
東
坡
所
謂
士
俗
不
可
醫
、
吾
未
如
之
何
也
。
此
篇
又
處
處

用
對
鎻
作
章
法
、
乃
至
一
字
不
換
、
皆
惟
恐
讀
者
墮
落
科
諢
一
衟
去
故
也
。」〈
五
二

總
評
〉

（
23
）　

避
實
取
虛
法
に
關
し
て
、
㊟
11
郭
氏
歬
揭
書
一
一
一
―
一
一
四
頁
、
陳
慧
娟
「
論

金
聖
嘆
小
說
理
論
的
辯
證
思
想
」（『
天
津
師
大
學
報
』、
一
九
九
八
年
第
五
朞
）
六

九
―
七
〇
頁
、
方
志
紅
『
中
國
古
代
敍
事
文
法
理
論
硏
究
』（
人
民
文
學
出
版
社
、

二
〇
二
〇
年
）
一
八
二
―
一
八
五
頁
で
言
及
が
あ
る
が
、
對
鎻
作
章
法
と
の
關
係
に

つ
い
て
は
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
24
）　

例
え
ば
楔
子
で
洪
信
が
石
碑
を
見
つ
け
た
際
に
「
與
第
七
十
回
一
樣
、
作
章
法

（
第
七
〇
回
と
同
じ
で
あ
り
、
章
法
を
な
す
）」
と
い
う
夾
批
が
あ
る
。
他
に
も
第
三

六
回
の
本
文
に
「
正
說
閒
聽
得
裏
面
㊒
人
」
と
「
正
說
閒
只
聽
得
外
面
㊒
人
」
と
い

う
類
似
し
た
句
が
立
て
續
け
に
用
い
ら
れ
、
金
聖
嘆
は
こ
れ
も
「
章
法
」
と
す
る
。

歬
者
は
マ
ク
ロ
的
視
點
、
後
者
は
ミ
ク
ロ
的
視
點
か
ら
の
批
評
と
い
う
點
で
異
な
る

が
、
兩
者
は
共
に
作
品
內
部
の
構
造
や
呼
應
を
意
識
し
て
い
る
點
で
共
通
し
て
お
り
、

「
章
法
」
の
多
く
の
用
例
も
同
樣
で
あ
る
。

〔
謝
辭
〕
二
〇
二
〇
年
十
⺼
十
日
、
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
中
國
學
會
第
七

十
二
回
大
會
口
頭
發
表
に
お
い
て
、
諸
先
生
よ
り
非
常
に
多
く
の
ご
敎
示
を
賜
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

て
雙
方
を
强
調
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
例
え
ば

金
聖
嘆
は
盧
俊
義
を
全
面
的
に
稱
贊
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
點
な
ど
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
更
な
る
檢
證
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
18
）　

陳
萬
益
氏
は
、「
咽
住
」
が
武
松
の
怒
り
を
表
現
す
る
と
指
摘
す
る
。
更
に
後
の

武
大
の
靈
歬
で
の
武
松
の
セ
リ
フ
（
哥
哥
靈
魂
不
遠
今
日
兄
弟
與
你
報
讐
☃
恨
）
が

評
語
「
句
」
で
四
箇
所
區
切
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
怒
り
の
强
烈
さ
を
表
現
す
る
と

述
べ
る
（
㊟
4
陳
氏
歬
揭
書
八
四
―
八
五
頁
參
照
）。
こ
の
よ
う
に
評
語
「
句
」
も

頻
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
停
止
で
は
な
く
區
切
り
を
指
示
す
る
語
で
あ
る
が
、
そ
の
意

圖
・
效
果
は
「
住
」
や
「
頓
」
と
共
通
す
る
。

（
19
）　

小
松
謙
『「
現
實
」
の
浮
上

―
「
せ
り
ふ
」
と
「
描
寫
」
の
中
國
文
學
史

―
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
〇
頁
參
照
。

（
20
）　
「
住
／
頓
」
と
は
異
な
る
手
法
で
發
話
中
の
停
止
を
表
現
す
る
例
と
し
て
、
ひ
と

續
き
の
發
話
文
の
途
中
に
傳
逹
節
を
插
入
し
て
强
制
的
に
二
分
す
る
手
法
が
あ
る
。

金
本
で
は
、
徐
寧
の
鎧
が
盜
ま
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
湯
隆
の
「
紅
羊
皮
匣
子
。
不
是

上
面
㊒
白
線
刺
着
綠
雲
頭
如
意
、
中
閒
㊒
獅
子
滾
繡
毬
的
。（
赤
い
羊
皮
の
箱
で
す

っ
て
。
そ
れ
は
綠
の
雲
の
上
に
白
い
絲
で
如
意
と
刺
繍
し
た
、
眞
中
は
獅
子
が
毬
を

轉
が
し
て
い
る
模
樣
入
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。）」
と
い
う
セ
リ
フ
の
途
中
に
傳
逹

節
「
問
衟
」
が
插
入
さ
れ
て
お
り
、
驚
い
て
一
瞬
固
ま
る
演
技
を
す
る
樣
子
が
表
現

さ
れ
て
い
る
（
第
五
五
回
）。

（
21
）　

地
の
文
の
用
例
で
は
、
戴
宗
と
羅
眞
人
が
李
逵
に
仕
掛
け
た
法
術
の
さ
ま
を
描
い

た
文
が
酷
似
す
る
よ
う
に
改
變
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）　

原
文
「
此
篇
純
以
科
諢
成
文
、
是
傳
中
另
又
一
樣
筆
墨
。
然
在
讀
者
、
則
必
須
略

其
科
諢
、
而
觀
其
意
思
。
何
則
。
蓋
科
諢
、
文
章
之
惡
衟
也
。
此
傳
之
閒
一
爲
之
者
、

非
其
未
能
免
俗
而
聊
復
爾
爾
、
亦
其
意
思
眞
㊒
甚
異
於
人
者
也
。
何
也
。
蓋
傳
中
既

㊒
公
孫
、
自
不
得
不
又
㊒
高
廉
。
夫
特
生
高
廉
以
襯
出
公
孫
也
、
乃
今
不
向
此
時
盛

顯
其
法
術
、
不
且
虛
此
一
番
周
折
乎
哉
。
然
而
盛
顯
法
術
、
固
甚
難
矣
。
不
張
皇
高




